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活動内容 

目的 

１．背景 
文部科学省の調査によれば、日本語指導が必要な児童生徒は約 10 年間で 1.9 倍

増（2022 年度に 5.8 万人超）に急増し、指導・支援体制の充実が強く求められて
いる（文部科学省『外国人児童生徒等教育の現状と課題』2024 年 2 月）。 
２．課題 
日本語指導が必要な外国人児童にとって母語ではない言葉で学校生活を送り、

教育を受けることは簡単なことではない。日本語の習得が十分でないために学校
生活になじめない、授業についていけない、さらには不登校になる等の問題が発
生しており、日本語能力が十分でない児童への支援は緊要な課題となっている。 
３．目的 
 こうした課題を解決するために、本事業では「同じ国から来た児童と留学生が
兄弟姉妹のように母語を交えて日本語を学び合うことにより、相互に日本語能力
の向上を図り、不安や悩みを抱える児童が安心して心を開いて学ぶことのできる
機会を提供すること」を目的としている。 
４．特長  

1）外国ルーツの児童と留学生が母語を交えながら日本語を学び合うことで日本 
語能力が相乗的に向上すること。 

2）多くの外国人の受け入れが進む中、誰ひとりとして取り残されない多文化共
生社会の実現に貢献できること。 

3）GIGA スクール構想による小中学生の一人一台端末を活用して、オンライ 
ンで学び合う DX（デジタル・トランスフォーメーション）の可能性を秘め 
ていること。 

内容 

１．オンライン学び合い事業 
1）準備期間：2024 年 4 月～5 月  
2）実施期間：2024 年 5 月～2025 年 2 月  
①中国月曜チーム   小学校 6 年男子             計 24回 
②中国水曜チーム   小学校 5 年男子             計 14回 
③ベトナム火曜チーム 小学校 3 年女子・6 年男子         計 30回 
④ベトナム水曜チーム 小学校 3 年女子・5 年女子                 計 24 回 
⑤ベトナム木曜チーム 中学校 1 年女子                          計 09回 
⑥フィリピンチーム   小学校 6 年生､中学校 2 年生､16 歳男子    計 08回  
 ※ 原則として 16：00～16：45（45 分）   

 3）総括検証期間：2025 年 1～3 月 
  ・事業の成果に関するヒアリング調査 
２．事業運営のための会議 

1）総会  2024 年 6 月 15 日（土）17 時からオンライン開催 
2）運営会議：計 24 回 第 1 回 2024 年 4 月 11 日～第 24 回 2025 年 3 月 21 日    



３．オンライン学び合い研究会 
 第 1 回 2024 年 6 月 21 日～ 第 5 回  2025 年 3 月 1 日 計 5 回 

当初の
計画か
らの変
更点 

2024 年度事業計画の基軸は、１）オンライン学び合い事業の運営基盤確立、２）

オンライン学び合い事業の運営、３）オンライン学び合い研究会の開催である。 

2）と 3）については、ほぼ計画通り実施できた。1）の運営基盤の確立に関連し

た NPO 法人化の検討と恒常的な補助金獲得の進捗には若干の遅れがみられる。 

成果 

１．児童対象ヒアリング調査より 

留学生のお姉さんとベトナム語を交えて話し合ったり、歌を一緒に歌うので毎回

が楽しみです（小３女子）。少しずつ日本語を話す力がついてきたので、学校や教

室で話す量が多くなった（小３女子）。難しいと思っていた漢字も少しずつ書ける

ようになってきたので少し自信がついてきた（小 6男子）。 

２．留学生対象ヒアリング調査より 

「学び合い」をするために、小学生に教える日本語を自宅で繰り返し予習するの

が習慣となっている。外語学院の授業では正確な発音を心がけ、日本語読解のスピ

ードが速くなり、同級生と大きな差がついていると思う（フィリピン留学生）。 

３．教育コーディネータヒアリング調査より 

同じ国出身の留学生との「学び合い」に楽しんで参加することで、日本語や日本

の文化を受け入れて、子どもたちは前向きに学校で学ぶことができている。興味が

ある内容について、留学生に質問する場面が増えた。また、「はい、いいえ」だけ

でなく、長い文で一生懸命答えるよう努めている。 

４．ドリル（宿題）の事前配布 

1 週間に 1回の学び合いのため、インターバルが生じないようにドリル（宿題）

を配布したり日記を書いてもらうなどの工夫をした。また、学び合いが終了した後

には教育コーディネータから振り返り（復習用）のメールを送付することにした。 

５．行政、学校、他団体との新たなつながり 

児童を募集するために、倉敷市教育委員会、倉敷市国際課、矢掛町教育委員会、

総社市役所などに足を運ぶことにより繋がりが一層強化された。また、倉敷外語学

院、NPO法人メンターネット、INE（イーネ）、全未来学堂との連携が進展した。 

今後の課題 
と対応策 

１．児童の事前情報収集 

日本語に不安を抱える児童に関する情報収集が困難であることが課題である。日本語に不

安を抱えている児童の存在が顕在化してこない状況にある。橋本財団「「グローバルこどもサ

ポートセンター」の協力を得て、積極的な情報収集に努める対応策を検討している。 

２．留学生の募集範囲拡大 

 留学生を現在の倉敷外語学院以外に拡大するため、まずは岡山理科大学の留学生別科、学

部生、大学院生を対象に 2025 年度から募集を開始する。日本語能力が一定水準以上でコミ

ュニケーション能力の高い留学生の安定的な確保が課題となっている。 

３．テキストや教材の作成 

多種多様なテキストやDVD教材、Web 教材などを入手し、多くの知見を得ることができ

た。それぞれの良さを組み合わせたオリジナルなテキストや教材を作成していきたい。 

４．運営資金の確保 

寄付プラットフォーム、企業、団体等から寄付を集めることや、行政からの恒常的な助成

金の確保が望まれるので、団体としての信頼度を高めるためにNPO法人化を検討する。 
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１．活動に向けての事前準備 

図１ 成果報告書で活動実績をアピール        図２ 外国ルーツの子どもたちの募集チラシ 
 

図３ ベトナムの子どもたちとの事前面談            図４ 中国の子どもとの事前面談 
 

図５ 倉敷外国語学院から推薦された留学生       図６ 学び合いに参加した各国からの留学生 
 



 
２．２０２４年度の主な活動 

図７ 日本語学び合い活動の様子（ベトナム） 

図８ ベトナムの小学 3・5年生との学び合い       図９ ベトナムの小学 3・6年生との学び合い 

図 10 中国の小学 6年生との学び合い          図 11 フィリピン男子との学び合い事前打合せ 
 



 
３．活動の充実に向けた取組み 

図 12 日本語学び合いルームの整備           図 13 日本語教育関係図書の整備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 14 小学生の使用する教科書の準備     図 15 〇×プレートや絵カードで即座に視覚に訴える 
 

図 16 ビデオ撮影による相互作用分析               図 17 ドリル（宿題）の事前配布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 18 ホームページの制作              図 19 オンライン学び合い研究会（2024.12.28） 

 

今回の事業は公益財団法人橋本財団様の助成があったからこそ継続できました。背中を押していただき

誠にありがとうございました。微力ではありますが日本語能力が十分でない児童への支援に取り組むことに

より、岡山が外国人にとって暮らしやすい地域になればと強く願っています。 
 


